
第Ⅲ期 ４１日目 81 

第Ⅲ期 ４１日目 81 

季節と行事について学ぼう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるために、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

★平仮名表 

１０ ２ 日付と曜日の復習をする。 

① カレンダーを読む。 

・（今日）「〇月〇日〇曜日」を読む。 

  ・「昨日／明日」でも練習する。 

② 曜日の漢字を読む。 

 

★カレンダー 

 

 

 

・80 参照 

３０ ３ 季節と行事について理解する。 

① ハロウィン、クリスマス、フェスタジュニ

ーナなど母国の行事について 知っている

か、その行事は何月にあるかを答える。 

② 日本の春、夏、秋、冬について、理解する。 

  ・季節の絵を見ながら、どの季節の行事か

予想する。 

   (例)入学式、こいのぼり、梅雨、すいか、 

プール、芋ほり、運動会、もみじ、 

雪だるま、お正月など 

③ カレンダーの正しい時季（月）に絵を貼る。 

④ 絵を貼ったカレンダーで春・夏・秋・冬を

分ける。 

⑤ 「春が来た」を歌う。 

★児童生徒の国のお正月

の様子が分かる資料 

★季節が分かる絵 

 

・児童生徒が行事を知らな

いことも多いので、以下

の資料を読ませるのも

よい。 

★たのしい１ねんせい【愛

知県】P.11「がっこうぎ

ょうじ」 

★小学校入学への手引～

１年生になるまえに～ 

【愛知県】P.6 小学校の

１年 

・春夏秋冬は、絵や写真で

イメージが持てればよ

い。 

★「春が来た」歌詞 

          凡例：・留意点 ★教材  

目標：季節があること、季節毎に行事があることを理解する。 



第Ⅲ期 ４１日目 82  

第Ⅲ期 ４１日目 82  

学校行事について学ぼう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語の歌を歌う。 

〇「春が来た」を歌う。 

★「春が来た」歌詞 

３０ ２ 学校行事について理解する。 

① 学習発表会の絵を見せながら、どんな発

表の練習をしたかなど、教師の質問に答え

る。 

② 教師が示す学校行事の絵や写真を見なが

ら、知っていることを発表する。 

 (例)入学式、運動会、授業参観、プール、

懇談会、校外学習、学習発表会、 

卒業式 

③ 絵カードを見て行事の名前を言う。 

④ 平仮名カードを読む。 

⑤ 絵カードと平仮名カードで、学校行事の

名前を練習する。 

(例)絵と文字を線で結んだり、絵カードを

見て文字カードを貼ったりする。 

★学校行事の絵や写真 

★学校行事の平仮名カー

ド 

・児童生徒が経験したこ

とのある学校行事を選

んで話をする。 

・学校行事の名前は長い

ので、繰返し練習す

る。 

・知らない学校行事につ

いては以下の資料を読

むか、「保護者会は、お

うちの人と先生が話し

ます」など、説明をす

る。 

★たのしい１年生【愛知

県】P.11「がっこうぎ

ょうじ」 

★～１年生になるまえに

～小学校入学への手引 

【愛知県】P.6 小学校

の１年 

１０ ３ 音読の練習をする。 

① 教師の音読を聞く。 

② みんなで読む。 

・教師が読むのに続けて繰り返す。 

③ 一人ずつ読む。 

★音読資料 

・42 参考 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：いろいろな学校行事の名前を理解し、表現する。 
 



第Ⅲ期 ４２日目 83  

第Ⅲ期 ４２日目 83  

学校行事について学ぼう２ 

 

  

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語の歌を歌う。 

① 「春が来た」を歌う。 

② 「海」を歌う。 

・季節を感じる歌を歌わ

せる。 

★「春が来た」歌詞 

★「海」歌詞 

２５ ２ 「○月に○○（学校行事）があります」と

いう表現を理解して、練習する。 

① 前時に学習した学校行事の絵を見て、行

事名を言う。 

③ 学校行事の絵を見て、「何月にあるか」の

質問に答える。 

 (例)「運動会は、何月にある？」 

→「５月（です）」 

④ 教師が「〇月に〇〇（学校行事）があり

ます」と言うのを聞いて、繰り返す。 

 ・いろいろな学校行事で練習をする。 

⑤ 「〇月に〇〇（学校行事）があります」

とノートに書く。 

 

★学校行事の絵カード 

・82 参照 

・児童生徒の回答後、教

師は絵カードの上に〇

月と書いておく。 

 

 

 

・児童生徒の学習状況で

書く量を変える。 

１５ ３ 長期休業等、休みについて学ぶ。 

① 夏休み、冬休み、代休の絵カードを見な

がら、休みの言い方を理解する。 

・絵を見ながら、「夏休み、冬休み、代

休」と言う練習をする。 

② カレンダーに夏休み、冬休みの期間を書

き込む。 

③ 教師がカレンダーを見ながら、「〇月〇

日から〇月〇日まで、夏休み／冬休みで

す」と言うのを聞いて、繰り返す。 

④ ノートに「〇月〇日から〇月〇日まで、

なつやすみです」と書く。 

★カレンダー 

 

 

 

 

・線を引く程度でよい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：何月に学校行事があるかを理解し、表現できる。 



第Ⅲ期 ４２日目 84  

第Ⅲ期 ４２日目 84  

年中行事について学ぼう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 日本語の歌を歌う。 

① 「春が来た」の替え歌を歌う。 

  

② 「海」を歌う。 

★「春が来た」替え歌の歌

詞 

・替え歌の説明をする。 

★「海」歌詞 

２０ ２ 学校行事のカレンダーに、年中行事を追加

して質問に答える。 

① カレンダーに学校行事のイラストを貼り、

復習をする。 

・イラストを見て、行事名を言う。 

 「入学式、運動会、授業参観……」 

② 「こどもの日」「ひなまつり」「いもほり」

「クリスマス」「お正月」をカレンダーに追

加する。 

・絵カードを見て、「子供が大きくなるのを

願う日です」など、教師の説明を聴く。 

・児童生徒は、絵カードと文字カードで行事

名を覚える。 

③ カレンダーに②の行事の絵を貼る。 

④ カレンダーを見ながら質問に答える。 

・「〇月に何がありますか」 

→「〇月に○○があります」 

★カレンダー 

 

・82 参照 

 

★行事の絵カード、文字カ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

・シールにしておくのも 

よい。 

 

 

 

１５ ３ 練習プリントに書く。 

 ① 本時の学習確認のために、練習プリント

に取り組む。 

  (例)「○○に うんどうかいが あります」 

  (例)「○○に がくしゅうはっぴょうかい

が あります」 

  (例)「４がつに○○ が あります」 

  (例)「５がつに○○ が あります」 

 ② 書き込んだプリントを読む。 

★練習プリント 

 

 

・他に、そつぎょうしき    

 こうがいがくしゅう、じ

ゅぎょうさんかん等 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：年中行事が何月にあるか理解し、質問に答えることができる。 



第Ⅲ期 ４３日目 85  

第Ⅲ期 ４３日目 85  

行事の表を作ろう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 日本語の歌を歌う。 

① 「春が来た」の替え歌を歌う。 

  

② 「海」を歌う。 

★「春が来た」替え歌の

歌詞 

 

★「海」歌詞 

１５ ２ 行事名の復習をする。 

○ 絵カードを見て、行事の名前を言う。 

 ・季節 

 ・学校行事 

 ・年中行事 

(例)文字カードと絵カードを線で結ぶ。 

絵カードに文字カードを合わせる。 

★絵カード 

★文字カード 

・82 参照 

・84 参照 

 

・黒板やホワイトボード

上で、線で結ばせる。 

２０ ３ 行事の表を作る。 

 ① 下書き用の紙に、行事名を書き入れる。 

② 模造紙で行事の大きい表を作る。 

  ・それぞれの月に学校行事や年中行事の絵

と、その名前を書いた紙を貼る。 

★模造紙 

 

 

・児童生徒には学校行事

の絵を中心に描かせる

など、人数や時間に配

慮する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：何月に学校行事があるかを理解し、言うことができる。 



第Ⅲ期 ４３日目 86  

第Ⅲ期 ４３日目 86  

行事の表を作ろう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ 行事の表を作る（前時の続き）。 

〇 模造紙を使って行事の大きい表を作る。 

  ・それぞれの月に、学校行事の絵とその名

前を書いた紙を貼る。 

 

 

★模造紙（85 参照） 

 

・出来上がった表は掲示

する。 

１５ ２ 表の説明をする。 

① 「〇月に〇〇があります」 

② 「〇月（○日）から〇月（○日）まで夏

休み／冬休み／春休みです」などの説明を

する。 

 

 

 

 

・自信をもって発表がで

きるように、児童生徒

の習熟度に合わせて、

前もって説明の担当を

決めるなどの工夫をす

る。 

１０ ３ 音読練習をする。 

① 教師が読むのを聴く。 

② みんなで読む。 

 ・教師が読むのに続けて繰り返す。 

③ 一人ずつ読む。 

★音読資料（42 参照） 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：表を使って説明をする。 



第Ⅲ期 ４４日目 87  

第Ⅲ期 ４４日目 87  

校内の場所を表す言葉を知ろう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を

歌う。 

 ② 「あたま、かた、ひざぽんの歌」を

歌う。 

 

★平仮名表 

１０ ２ 学校の場所の名前を答える。 

 〇 教師の質問に答える。 

 (例)「ここはどこ？」 

→「こくさいがっきゅう」 

 「あそこは？」 

(隣の教室などを指して) 

      →「としょしつ」 

★学校配置図 

・教室や建物の名前は、学校

の中で統一した言い方を決

めておく。 

・児童生徒がよく利用する教

室や場所を中心にいくつか

質問する。 

３０ ３ 学校のいろいろな場所の名前を理解

し、表現する。 

① 写真を見て、場所の名前を言う。 

・運動場、校舎、児童クラブ、体育館 

  校門、花壇など外の場所の名前を中心

に覚える。 

② 文字カードを読む。（数回） 

③ 写真に文字カードを合わせる。 

④ ルールを確認してから、カルタをす

る。 

・文字カードの読み札を聞いて、写真を

取り札にして取る。 

・児童生徒が読み札を読む。 

・写真を見て、読み札を取る。 

     等 

⑤ 学校の配置図をみんなで見る。図に場

所の名前を書き入れる。 

 

 

・カルタは、手は頭などルー

ルを決めてからゲームをす

るとよい。 

・日本語の力の差が大きい場

合は、一人１セットにし

て、全部取らせる方法もあ

る。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校の教室や建物の名前を覚える。 

★場所の絵カード、文字

カード 

実際の写真を撮り、絵

カードにするとよい。 



第Ⅲ期 ４４日目 88  

第Ⅲ期 ４４日目 88  

校内の場所を表す言葉を知ろう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 特別教室等の名前を理解する。 

① 写真を見て、教師が名前を言うのを聞

く。 

(例)国際学級、教室、特活室、書写教室、 

    職員室、校長室、家庭科室、図書室 

② 教師の後について文字カードを読む。 

③ 写真に文字カードを合わせる。 

 

 

・教室や建物の名前は学校

の中で統一した言い方を

決めておく。 

 

・何度も声に出して、発話

練習をする。 

 

２０ ２ カルタ遊びで練習する。 

① 教師が文字カードの読み札を読んで、児

童生徒が写真カードを取る。 

② 児童生徒が読み札を読む。他の児童生徒

が写真カードを取る。 

③ 教師が写真カードを見せて、児童生徒が

読み札を取る。 等  

 

・学習の定着を図るため、

カードの読み手を変える

など、形式を変えて複数

回行う。 

１０ ３ 教室の場所を図で確認し、図に書く。 

① 校舎の１階の配置図（平面図）を見る。 

② 教室の名前を記入する。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校の教室の場所と名前を覚える。 

★学校配置図（平面図等） 

・配置図や平面図に不慣

れな児童生徒もいること

に配慮する。 



第Ⅲ期 ４５日目 89  

第Ⅲ期 ４５日目 89  

校内の場所を表す言葉を知ろう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「あたま、かた、ひざぽんの歌」を歌

う。 

 

 

★平仮名表 

２０ ２ 学校のいろいろな場所の名前を復習する。 

① 校内のいろいろな場所や教室の写真を見

て名前を言う。 

② 覚えていない場所の名前を中心に、発音

と文字の練習をする。 

③ 教師が写真を見せて、場所の名前を言う

のを聞き取って、ノートに書く。 

 

・87 88 参照 

★写真、文字カード 

・前時までのカルタ遊び

を用い、いろいろな出

題方法で文字を読む練

習をするのもよい。 

 

２０ ３ 学校配置図（平面図）を見て場所を言う。 

① 学校の配置図に写真を貼る。 

② １階、２階、３階など階数の言い方を、 

教師の後に続けて、繰り返す。 

③ 階数の質問に答える。 

・「ここは何階？」→「○階（です）」 

 ④ 何階にあるか言い方を知り、練習する。 

・「１階に〇〇があります」 

・「２階に〇〇があります」 

 

★学校配置図（平面図） 

・配置図や平面図に不慣

れな児童生徒もいるこ

とにも配慮する。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：教室の場所と名前を理解することができる。 



第Ⅲ期 ４５日目 90  

 

第Ⅲ期 ４５日目 90  

学校探検に行こう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 学校探検について話を聞く。 

 ・「〇月〇日〇曜日、校長室へ行きます」 

 ・「校長先生に自己紹介をします」 

 

・学校探検に行く際に、

校長先生に自己紹介を

することを伝える。 

★カレンダー 

★校長室の写真 

★校長先生の写真 

★自己紹介シート 

２０ ２ 学校探検のときの注意を理解する。 

 ① やってはいけないことを絵カードで確認

する。 

  (例)・大きい声で話します 

    ・走ります 

    ・一人でどこかへ行きます 

    ・勉強をしている教室へ入ります 

    ・覗きます 

    ・先生に言わず、トイレへ行きます 

    ・たたきます 

    ・怒ります 等 

 ② どうしたらいいか考える。 

  (例)・大きい声で話します→話しません 

  (例)・走ります→走りません 等 

 

★絵カード（やってはい

けないこと） 

・絵の下に☓を描いて

「だめです」と言う。 

・児童生徒に実態にふさ

わしいものを適宜出

す。 

 

 

 

 

 

 

・教師がジェスチャーで

示す。 

１５ ３ 音読練習をする。 

① 教師が読むのを聴く。 

② みんなで読む。 

 ・教師が読むのに続けて繰り返す。 

③ 一人ずつ読む。 

★音読資料 

・ページや役割を決める

など読む量を加減す

る。 

・42 参照 

          凡例：・留意点 ★教材 

 

目標：学校探検に行くことを知り、意欲を持つ。 



第Ⅲ期 ４６日目 91  

第Ⅲ期 ４６日目 91  

学校探検に行こう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「あたま、かた、ひざぽんの歌」を歌

う。 

 

２０ ２ してはいけないことを復習する。 

① 絵カードを見て教師が言う「してはいけ

ないこと」に「だめ」で答える。 

  ・「大きい声で話す」→「だめ」 

  ・「（廊下で）走る」→「だめ」  

  ・「一人でどこかへ行く」→「だめ」 等                    

② 気をつけることを聞く。 

  ・「並んで歩く。」 

・「静かに歩く。」 

③ 児童生徒は気をつけることをノートに書

く。 

・「ならんであるく」 

・「しずかにあるく」 

・90 参照 

★絵カード（してはいけ

ないこと） 

・してはいけないことが

あることが伝わればよ

い。 

・気をつけることは多く

せず、二つだけ伝え

る。 

・低学年の児童は並んで

歩く練習をするとよ

い。 

２０ ３ 自己紹介の練習をする。 

 ○ 以前作成した自己紹介のシートを読む練

習をする。 

・繰り返し練習して覚える。 

★自己紹介シート 

（72 参照） 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：してはいけないこと、気をつけることを理解する。 



第Ⅲ期 ４６日目 92  

第Ⅲ期 ４６日目 92  

学校探検に行こう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 学校探検に行く。  

 ① 廊下に並ぶ。 

 ② 静かに歩く。 

 

・事前に校長先生や職員

に協力を依頼してお

く。 

１５ ２ 教室の名前と場所を確認する。 

 ○ 教師から簡単な場所の説明を聴き、真似

をして言う。 

  (例)・「ここが保健室」「けがをしたら来ま

す」 

     ・「ここが図書室」「本を読むときに来

ます」 

                   等 

 

・保健室や職員室、校長

室 に 入 る と き は 、 

「失礼します」「失礼し

ました」と挨拶をする

ようにあらかじめ指導

しておく。 

・何をする教室か簡単に

説明する。 

２０ ３ 校長先生に自己紹介をする。 

 ① 校長先生の前で一人ずつ自己紹介をす

る。 

 ② 挨拶をして、静かに帰る。 

  

・順番を守る 

★自己紹介シート 

 （72 参照） 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校探検を通して、教室の名前と場所を理解する。 



第Ⅲ期 ４７日目 93  

第Ⅲ期 ４７日目 93  

学校探検に行こう４ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ 学校探検を振り返り、質問に答える。 

 ① 学校探検の行き先を思い出す。 

・「昨日どこへ行きましたか」 

   →「校長室」 等 

・教師が「校長室へ行きました」と言うの

を聞いて、繰り返す。 

 ② 学校探検に誰と行ったか思い出す。 

・「誰と行きましたか」 

   →「〇〇さん、〇〇さん」 

・教師が「〇〇さん、〇〇さんと行きまし

た」と言うのを聞いて、繰り返す。 

 ③ 学校探検で何をしたか振り返る。 

・「何をしましたか」 

   →「自己紹介」 

・教師が「自己紹介をしました」と言うの

を聞いて、繰り返す。 

 ④ 自己紹介を振り返る。 

・「自己紹介上手にできましたか」 

 →「できた」「できなかった」「まあま

あ」 等 

・教師が「上手にできました」と言うのを

聞いて、繰り返して言う。 

 

★学校探検の写真 

★自己紹介シート 

（72 参照） 

・出てこないようなら写

真を見せて思い出させ

る。 

・自己紹介シートを見せ

る。 

 

・繰り返して言ったこと

を板書しておく。 

 

 

 

・「話す」「校長先生」な

どの言葉が出てくれば

よい。 

２５ ２ 板書をノートに写す。 

 ① 教師は１の質問を繰り返し、黒板を見な

がら答える。 

 ② 板書を写して書く。 

 ③ 書いたものを読んで発表する。 

  

・繰り返して言った言葉

だけが、黒板に板書さ

れている。 

・板書以外のことが書き

たい児童生徒には、日

本語の力に合わせて支

援する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校探検の振り返りをする。 



第Ⅲ期 ４７日目 94  

第Ⅲ期 ４７日目 94  

学校探検に行こう５ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ してはいけないことを振り返る。 

 ① してはいけないことは何だったのか、守

れたのか、絵カードを見て答える。 

  (例)「大きい声で話しません」 

    「できた？できなかった？」 

   →「できた／できなかった」 

 

 ② 「できた／できなかった」のシートに記

入する。 

 

★絵カード（してはいけ

ないこと）（90 参照） 

・絵カードは×の下に貼

る。 

・一つずつ確認する。 

・できたことをほめる。 

★振り返りシート 

・できたことをノートに

書かせてもよい。 

１５ ２ 学校の場所の名前を復習する。 

 ① 場所や教室の写真を見て、名前を言う。 

 ② 場所や教室の名前を黒板やノートに書

く。 

 

★場所の絵カード、文字

カード 

（87 88 参照） 

 

１０ ３ 音読練習をする。 

① 教師が読むのを聞く。 

② みんなで読む。 

・教師が読むのに続けて繰り返す。 

③ 一人ずつ読む。 

★音読資料（42 参照） 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校探検を振り返り、教室の名前と場所を理解する。 



第Ⅲ期 ４８日目 95  

第Ⅲ期 ４８日目 95  

動詞を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

★平仮名表 

１０ ２ 教師の指示を聞いて、動作で表現する。 
① 教室の指示を聞いて、そのジェスチャー

をする。 

 (例)「見ます」「聞きます」「言います」 

                   等 

 

 

 

 

② 母語だと何というか話す。 

③ 動きを表す言葉（動詞）の勉強をするこ
とを確認する。 

 

・既習の動詞を使って指示
をする。 

・本時以降の動詞、形容詞
の学習を丁寧な敬体（で

す・ます調）にするの
か、常体（だ・である

調）にするのか、検討し
ておく。 

・1、63 参照 
・母語で言えない児童生徒

もいるので、辞書や『指
さし会話帳』（情報出版

局）など単語が分かるも
のがあるとよい。携帯の

アプリも活用できる。 

１０ ３ 絵カードや文字カードを見て、ジェスチャ

ーゲームをする。 

① 教師が絵を見せた指示を、動作で表現す
る。 

(例)「読みます」「食べます」「飲みます」
「歩きます」「書きます」「立ちます」

「座ります」 
② 教師が見せた文字カードの指示を、動作

で表現する。 

  

２０ ４ 動作を表す絵カードを作り、練習する。 
① 絵カードを見て、何の動作の絵か答え

る。母語が分かる子は母語でも言う。 

② 好きな絵カードと文字カードを作る。 

③ 児童生徒が作った絵カードと文字カード
を合わせる。 

④ 絵を見て動詞を言う。 

⑤ 絵を見て動詞を書く。 

・高学年以上の児童生徒に
は敬体「～ます。」は

「大人と話すときの言い
方、書くときにも使う」

という説明をしてもよ
い。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

★絵カード 

  基本的な動作を表

した絵が望ましい。 

目標：動詞を使った言葉を理解し、動作で表現できる。 

★文字カード 

  絵カードに対応し

たもの。 



第Ⅲ期 ４８日目 96 

第Ⅲ期 ４８日目 96 

漢字の学習を始めよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 漢字に成り立ちについて理解する。 

① 平仮名や片仮名とは異なる文字として、漢

字があることを理解する。 

② 象形文字、漢字を見て、絵からできた漢字

があることを確認する。 

③ 漢字を紹介する文を読む。 

・国語の教科書で、漢字の

学習を始める教材を参考

にする。 

★漢字カルタ 

★イラスト（象形文字の成

り立ちを示す） 

２５ ２ 曜日の漢字の成り立ちについて理解する。 

① 曜日の漢字を復習する。 

「日、月、火、水、木、金、土」 

「日ようび」「月ようび」……と読む。 

② １０１漢字カルタの中から、曜日の漢字を

取り出して見る。 

③ 漢字カードを見ながら、白いカードに曜日

の漢字の絵と象形文字を書く。 

④ 曜日の漢字を訓読みで読む。 

「ひ、つき、ひ、みず……」 

⑤ 曜日の漢字の絵、象形文字、漢字のカード

を合わせる。 

〇漢字に意味があることを

伝える。 

・80 参照 

 

 

 

１０ ３ 漢字カードを使ったゲームをする。 

 〇 曜日の漢字の絵、象形文字、漢字のカー

ドで神経衰弱をする。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：漢字の成り立ちについて理解することができる。 

★記入用カード 

白いものが望ましい。

ス） 

 



第Ⅲ期 ４９日目 97  

第Ⅲ期 ４９日目 97  

「を」を使って文を作ろう 

たべます、のみます」 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

★平仮名表 

１０ ２ 動詞を復習する。 

 ① 絵を見て動詞を言う。 

  (例)「読みます」「食べます」「飲みます」「歩

きます」「書きます」「立ちます」「座り

ます」 等 

② 文字を見て絵を探す。 

★絵カード（95 参照） 

★文字カード（95 参照） 

 

１５ ３ 助詞の「を」について理解する。 

① 食べ物の絵を何枚か見て、食べたいものを

選ぶ。 

・「何を食べますか？」 

(例)パン、ごはん、りんご、ラーメン 等 

② くっつけると文になるという説明を聴き、

板書を読む。 

 ・板書りんご を たべます。 

③ 飲み物の絵でも同様に練習する。 

  (例)みず、ジュース、ぎゅうにゅう 等 

  ・板書 みず を のみます。 

 

★食べ物の絵カード 

★飲み物の絵カード 

 

・食べない、飲まないとい

う児童生徒がいたら、 

「たべません」「のみま

せん」を出して、変わっ

た部分はどこか考えさ

せる。 

１５ ４ 助詞「を」でつないだ文を読んだり、書い

たりして練習する。 

(例)「なにをたべますか？」 

   →「さかなをたべます」 

「りんごをたべます」 

「ラーメンをたべます」 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：助詞「を」でつないだ文を読んだり、書いたりすることができる。 



第Ⅲ期 ４９日目 98 

第Ⅲ期 ４９日目 98 

漢字を覚えよう１ 

 

「                    

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 指事文字の漢字について理解する。 

〇 象形文字とは別に、記号や印から成り立

った漢字があることを理解する。 

 

・国語の教科書で、指事文

字の漢字について学習す

る教材を参考にする。 

・例として、上、下は印

からできた漢字だとい

うこと説明する。 

２０ ２ 漢字の意味や読み方、書き方を理解する。 

① 漢字カルタから指事文字を見る。 

(例)上、下、中、本、玉  

② 書き順の練習をする。 

③ 白いカードに絵、象形文字、漢字を 

書く。 

④ 漢字を読む。 

・（訓読みで）うえ、した、なか、もと、た

ま 

⑤ 児童生徒が書いた絵、象形文字、漢字の 

カードを合わせる。 

 

★白いカード 

★漢字カルタ 

 

・上から下、左から右、 

 まん中を貫く線といっ

た書き順の基本を教え

る。 

 

１５ ３ 漢字の練習をする。 

① 漢字カードを並べ、教師が読んだ漢字カ

ードを取る。 

② 漢字カルタの読み札と取り札で神経衰弱

をする。 

 

 

・教師が漢字を読む以外

に、他の児童生徒に読

ませてもよい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：指事文字の漢字を理解し、表現することができる。 



第Ⅲ期 ５０日目 99  

第Ⅲ期 ５０日目 99  

質問しよう、答えよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 仮名の歌を歌い、日本語に慣れる。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

★平仮名表 

２０ ２ 動詞を使って質問したり、答えたりする言

い方を理解する。 

① 「動詞を覚えよう２」の復習をする。 

・食べ物、飲み物の絵カードを見て「～を

食べます」「～を飲みます」と文で言う。 

② 「～ません」という否定の言い方を理解

する。 

(例)「ピーマンを食べますか？」 

   〇 「食べます」 

 × 「食べません」 

 ③ 教師の質問に答える。 

  (例)「トマトを食べますか？」 

→「食べます」 

「食べません」 

★食べ物の絵カード 

★飲み物の絵カード 

 （97 参照） 

 

 

・ピーマンなど児童生徒

があまり好きそうでは

ないもの（本物）を見

せて、「食べますか？」

と聞き、答え方を板書

する。 

・自分の意見を言わせれ

ばよい。 

２０ ３ 動詞を使って、質問したり答えたりする練

習をする。 

① 食べ物、飲み物の絵カードを使って練習

する。 

「○○を～ますか？」 

→「はい、～ます」「いいえ、～ません」 

② お互いに質問したり、答えたりする。 

③ イラストを見て、練習する。 

  ・イラストを見て発話練習をする。 

 ・イラストを見て文を書く。 

  (例)「りんごをたべますか？」 

    「はい、たべます。」 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：動詞を使って、質問したり答えたりすることができる。 



第Ⅲ期 ５０日目 100 

第Ⅲ期 ５０日目 100 

漢字を覚えよう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ 漢字には複数の読み方があることを理解す

る。 

① 曜日の漢字の復習をする。 

  ・日（ひ）・月（つき）……土（つち）を

読む。 

② 漢字には２つ、３つの読み方があること

を理解する。 

(例)日には「ひ」、「にち」、「び」などの読

み方がある 等  

③ 漢字カルタで漢数字を一から十まで見

る。神経衰弱のゲームをする。 

 

・日よう日を例に挙げ、

「日」という漢字には

「ひ」、「にち」、「び」の

読み方があることを説明

する。金曜日とお金の読

み方の違いを紹介しても

よい。 

１５ ２ 読み替えの漢字を読む。 

① 読み替えの漢字が使用されている詩や文

を読む。 

 (例)お日さま にっこり 日よう日 

   きれいな 月だね 月よう日 

   たき火で やきいも 火よう日だ 

   おいしい 水 のむ 水よう日 

   木のぼり どきどき 木よう日 

   お金で かいもの 金よう日 

   土に たね まく 土よう日だ 

② 日にちの歌を歌う。 

  チューリップのリズムで「ついたち、ふつ

か、みっか、よっか、いつか……とおか、

今日は何日〇〇日だよ。」 

 

・国語の教科書で、読み替

えの漢字について学習す

る教材を参考にする。 

・漢字にはいくつか読み方

があること、送り仮名が

ることを教える。 

１０ ３ 書き順の練習をする。 

〇 曜日の漢字の書き順の練習をする。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

★漢字カルタ 

（96 参照） 

目標：複数の読み方のある漢字を理解し、表現できる。 



第Ⅲ期 ５１日目 101  

第Ⅲ期 ５１日目 101  

「何」を使って質問しよう 

たべます、の「なにをたべますか」 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

 

★平仮名表 

１０ ２ 「動詞を覚えよう３」の復習として、質問

に答える。 

① 「～を食べますか」 

→「はい／いいえ、（食べます）」 

② 「～を飲みますか」 

→「はい／いいえ、（飲みます）」 

 

・99 参照 

・児童生徒みんなで答え

させたり、一人ずつ答

えさせたりする。 

１０ ３ 「何を～ますか」の質問の形を理解する。 

〇 用意されたいくつかの食べ物（料理）の

絵を使い、対話のロールプレイをする。 

  (例)「ラーメンを食べますか」「いいえ」 

「ハンバーグを食べますか」「いいえ」 

「スパゲッティーを食べますか」「いいえ」 

「何を食べますか」「○○を食べます」 

 

 

★食べ物（料理）の絵 

 （メニューでもよい） 

２０ ４ 対話の形で質問と答の練習をする。 

① 「何」を使った質問に答える。 

「何を食べますか」 

→「〇〇を食べます」 

② 飲み物も使って、同様に練習する。 

③ 「何」を使って、質問をする。 

 ・「何を食べますか」 

④ イラストを見て、練習する。 

 ・イラストを見て発話練習をする。 

 ・イラストを見て会話を書く。 

 (例)「なにをたべますか」 

「カレーをたべます」 

 

 

・食べ物の絵をいくつか

貼って行う。 

★飲み物の絵 

・教師や他の児童生徒が

答える。 

★イラスト（飲食店で店

員が訪ねている場面） 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「何」を使って質問し、２文節で答えることができる。 



第Ⅲ期 ５１日目 102  

 

第Ⅲ期 ５１日目 102  

漢字を覚えよう３ 

「漢数字①」 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「漢字を覚えよう２」の曜日と日にちの復

習をする。 

① 『あたらしいこくご１年生下』P.34、35

「ようびと日づけをおぼえよう」を音読す

る。 

② 日にちの歌を歌う。 

  ・チューリップのリズムで「ついたち、ふ

つか、みっか、よっか、いつか……とお

か、今日は何日？〇〇日だよ」 

 ③ カレンダーを読み、「何月何日」を言う

練習をする。 

  (例)３月３日（さんがつみっか） 

４月６日（しがつむいか） 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★カレンダー 

２０ ２ 漢数字を理解する。 

① 漢字カルタの数、単位の漢字を見る。 

一、二、三、四、五、六、七、八、九、

十、百、千、万、寸、尺 

② １０１漢字カルタの読み札を読んで、漢

字の意味を捉える。 

③ １０１漢字カルタの読み札と取り札で神

経衰弱をする。 

 

★１０１漢字カルタ 

 

・寸、尺は漢字の部首に

なるので、扱ってお

く。 

・漢字の意味を説明す

る。 

１０ ３ 漢数字カードを作る。 

○ 書き順の確認をしながら、一から十、

百、千、万の自分の漢字カードを作る。 

 

★無地の色カード 

・紙の色を読み札と取り

札と変えておくと整理

しやすい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：漢数字を理解し、使うことができる。 

★国語の教科書 

『あたらしいこくご

１年下』（東京書籍） 

  低学年の教科書を

使うことで自尊感情

を傷つけることのな

いよう、リライト教

材にするなど配慮す

る。 



第Ⅲ期 ５２日目 103 

第Ⅲ期 ５２日目 103 

「は」を使って話そう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるために、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

 

★平仮名表 

１５ ２ 助詞「は」でつないだ文について学ぶ。 

① 野菜、草の絵カードを見て、野菜等の 

名前を教師の真似をして言う。 

 (例)たまねぎ、キャベツ、にんじん、だい

こん 等 

② 質問に答える。 

(例)「うさぎは なにを たべますか」 

  →「にんじん」 

→「うさぎは にんじんを たべま

す」 

③ 黒板に書いた文を読む。 

(例)「うさぎは にんじんを たべます」 

★野菜の絵カード 

 

 

・助詞の「は」が未習で

ある場合は、前の言葉

に つ な が る と き は

「 は 」 と 書 い て

「WA」と読むことを

説明する。 

・助詞「は」でつないだ

文を、声を合わせて言

わせる。 

２５ ３ 対話の形式で練習をする。 

① 動物が何を食べるか答える。 

・牛、馬、山羊、猿の絵カードを見る。 

(例)「何を食べますか」 

→「牛は○○を食べます」 

② 動物が何を食べるか質問する。 

「○○は何を食べますか」 

③ 板書を見ながら、発話練習をする。 

 ・「○○は○○を食べます」 

④ イラストを見て練習する。 

  ・イラストを見て文を言う。 

  ・イラストを見て文を書く。 

   (例)「ねこは さかなを たべます」 

     「ゴリラは バナナを たべます」 

 

★動物の絵カード 

・教師が順に見せる。 

 

 

 

・他の児童生徒が答え

る。 

・児童生徒の答えを板書

する。 

・動植物の名前は、基本

仮名書きだが、自然科

学等の学術分野では片

仮名表記も多い。外来

語なら片仮名となる。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：助詞「は」を使って対話ができ、文を作ることができる。 



第Ⅲ期 ５２日目 104  

第Ⅲ期 ５２日目 104  

漢字を覚えよう４ 

「漢「漢数字②」 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「漢字を覚えよう３」の復習として、曜日

と日にちを読む。 

① 『あたらしいこくご１年生下』P.34、35

「ようびと日づけをおぼえよう」を音読す

る。 

② 日にちの歌を歌う。 

  ・チューリップのリズムで「ついたち、ふ

つか、みっか、よっか、いつか……とお

か、今日は何日？〇〇日だよ」 

 ③ カレンダーを読み、「何月何日」を言う

練習をする。 

  (例)３月３日（さんがつみっか） 

４月６日（しがつむいか） 等 

★国語の教科書 

『あたらしいこくご１

年下』（東京書籍） 

 

★カレンダー 

１０ ２ 漢数字を覚えるカード遊びをする。 

① 漢字カルタの数、単位の漢字で神経衰弱

をする。 

・一、二、三、四、五、六、七、八、九、

十、百、千、万、寸、尺 

② 「漢字を覚えよう３」で作った漢字カー

ドを並べ、カルタをする。 

 ・一人に１セットで  ・グループで 

(例)教師が「さん」と言ったら「三」の

カードを取る。 

★漢字カルタ 

★漢字カード 

・高学年の児童生徒には 

四 し、 よん 

 七 しち、なな 

 九 く、 きゅう 

 の読み方があることを

指導する。 

２０ ３ 漢数字カードを並べて、十や百の位までの

数を作る練習をする。 

 ① 教師が黒板に書いた漢数字を読む。 

(例)「三十八」「百二十九」 

 ② 教師が黒板に書いた数字を作る。 

(例)・自分で作った漢数字のカードを机に

並べる。 

・教師が「３８」と書く。 

・机の上に三十八を並べる。 

 ③ 言われた数字をカードで並べる。 

・一人の児童生徒が好きな数字を言い、そ

の数字を机の上に漢字で並べる。 

・年齢や既習内容に配慮

しながら、練習させ

る。 

 

 

 

 

 

・順番に出題させる。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：十や百の位までの漢数字を使うことができる。 



第Ⅲ期 ５３日目 105 

○第Ⅲ期 ５３日目 105  

目的語に続く動詞を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

 ５ １ 絵カードを見ながら、既習動詞を読む復習

をする。 

〇 「見ます」「言います」「聞きます」「読み

ます」「食べます」「飲みます」「歩きます」

「書きます」「立ちます」「座ります」 

★動詞絵カード 

・95 参照 

・動作を付けて、言わせる

とよい。 

１０ ２ 目的語に続く動詞の文を作る。 

① 目的語に続く動詞を考える。 

水、コーヒー、マンガ、絵、本、DVD、テ

レビ、映画、アルバムの絵を見て、動詞を 

考える。 

② イラストから文を作る。 

・「○○を～ます」と文を言う。 

・「○○を～ます」と文を書く。 

(例)「みずをのみます」「えをかきます」 

  「ほんをよみます」「テレビをみます」 

★飲み物絵カード 

★見るもの、読むものの絵

カード 

 

 

 

１５ ３ 「○○を～ますか」の質問に答える練習を

する。 

① 教師の質問に答える。 

(例)（水を見せて）「水を飲みますか」 

→「はい、飲みます」 

「いいえ、飲みません」 

② 目的語（絵カード）を変えて応答練習をす

る。 

  (例)（薬を見せて）「薬をのみますか」 

★水、薬、お茶など飲むも

の 

１５ ４ 「何を～ますか」に答える練習をする。 

① 教師の質問に、目的語になる部分を選んで

答える。 

・「何を飲みますか」→「牛乳を飲みます」 

② 質問と答えの文を書く練習をする。 

 (例)「えを かきますか」 

    「はい、かきます」 

    「いいえ、かきません」 

 

・水、薬、お茶など飲み物

を見せながら質問する。 

 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：目的語に続く動詞を使い分けることができる。 



第Ⅲ期 ５３日目 106  

第Ⅲ期 ５３日目 106  

漢字を覚えよう５ 

「「漢数字３」 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「漢字を覚えよう４」の復習として、曜日

と日にちを読む。 

① 『あたらしいこくご１年生下』P.34、35

「ようびと日づけをおぼえよう」を音読す

る。 

② 日にちの歌を歌う。 

  ・チューリップのリズムで「ついたち、ふ

つか、みっか、よっか、いつか……とお

か、今日は何日？〇〇日だよ」 

③ カレンダーを読み、「何月何日」を言う練

習をする。 

  (例)３月３日（さんがつみっか） 

４月６日（しがつむいか） 等 

★国語の教科書 

『あたらしいこくご１

年下』（東京書籍） 

 

★カレンダー 

１５ ２ 漢数字を覚えるカード遊びをする。 

① １０１漢字カルタの数、単位の漢字で神

経衰弱をする。 

・一、二、三、四、五、六、七、八、九、

十、百、千、万、寸、尺 

② 「漢字を覚えよう３」で作った漢字カー

ドを並べ、カルタをする。 

 ・一人に１セットで  ・グループで 

(例)教師が「さん」と言ったら「三」のカ

ードを取る。 

★１０１漢字カルタ 

★漢字カード 

 

１５ ３ 漢数字カードを並べて、百や千の位までの

数を作る練習をする。 

 ① 教師が黒板に書いた漢数字を読む。 

(例)「三百八十」「三千三百八十」 

 ② 教師が黒板に書いた数字を作る。 

(例)・自分で作った漢数字のカードを机に

並べる。 

・教師が「２５０」と書く。 

・机の上に二百五十を並べる。 

 ③ 言われた数字をカードで並べる。 

・一人の児童生徒が好きな数字を言い、そ

の数字を机の上に漢字で並べる。  

・定着のための練習とし

てカードゲームをす

る。 

 

・黒板やノートに書く練

習も取り入れるとよ

い。 

・児童生徒の定着状況に

よっては、東京外大の

漢字教材を宿題として

出してもよい。 

・96 参照 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：百や千の位までの漢数字を使うことができる。 



第Ⅲ期 ５４日目 107  

第Ⅲ期 ５４日目 107  

名詞に「します」が続く文を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるために、仮名の歌を歌う。 
 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 
 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

５ ２ 「～をします」の文について理解する。 
① スポーツ等の絵カードを見て、何のスポ
ーツか答える。 

 (例)バスケットボール、サッカー、 

   バレーボール、縄跳び、鉄棒 
   漢字の勉強、理科の勉強 

② 「○○をしますか」の質問に答える練習
をする。 
・〇「します」☓「しません」と板書す
る。 

(例)「○○さん、サッカーをしますか」 
→「（サッカーを）します／しません」 

★スポーツ絵カード 
・70 参照 
 

 

 
・勉強をしているカード
も混ぜる。 

１５ ３ 「～をします」の文を作る練習をする。 
① 絵と「～をします」を見て、文を作って
発話練習をする。 
(例)「サッカーをします」 

「ドッジボールをします」 

② 「○○をしますか」の質問に答える練習
をする。 
(例)「サッカーをしますか」 

   「サッカーをします／しません」 

・教師がサッカー、ドッ
チボール、縄跳びなど
の絵を貼って、横にを  

しますと板書する。 
・板書は分かち書きにす
る。 

(例)「サッカー を し
ます」 

２０ ４ 学校生活について、「します」を使った文
で対話をする。 
① 「学校生活で使う言葉」を練習する。 
(例)勉強、宿題、テスト、部活、そうじ  

  「勉強をします」「宿題をします」 

② 教師の「何」を使った質問に答える。 
(例) Ｔ「べんきょう、何？」 

→Ｓ「算数／国語」 

→Ｔ「算数、国語、理科、日本語」 
「勉強です」「勉強をします」 

→Ｓ教師の後に続いて、繰り返す。 

③ 他の例でも発話練習をする。 
④ 「部活をしますか、しませんか」等、実
際の学校生活について質問したり、答えた
りする。 

⑤ 答えたことをノートに書く。 

 

 

 
 

 

・①で例示した言葉につ
いて質問する。 

・Ｔ：教師、Ｓ：児童生徒 

・本時で言葉を分類する
上位概念を理解させた
い。 

 (例)野球、サッカー、
バスケットボール
→スポーツ 

   →スポーツをします 
・スポーツで囲んだ図を示
すと分かりやすい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「名詞＋を＋します」の文を理解し、使うことができる。 



第Ⅲ期 ５４日目 10８ 

第Ⅲ期 ５４日目 10８ 

漢字を正しい筆順で書こう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 日にちの歌を歌う。 

 ② カレンダーを見て、今日は何月何日何曜

日か言う。 

 

・チューリップのリズム

で歌う。 

２０ ２ 「右」「左」の筆順を理解し、書く練習を

する。 

① 教師の提示する「右」、「左」の漢字の筆

順と読み方を確認する。 

② 「右」、「左」を、どこが同じで、どこが

違うか話をする。 

③ 漢字の書き方の基本について理解する。 

④ 右と左、それぞれの書き始めに注意して

練習する。 

⑤ 漢字（下、水、木、田、目）を筆順に気

を付けて書く。 

・国語の教科書で、筆順

について学習する教材

を参考にする。 

 

 

 

・筆順があることを意識

させる。 

・「ひつじゅん」と言った

り、「かきじゅん」と言

ったりすることを説明

する。 

・田、目は未習なので、

読み方、意味を指導す

る。 

２０ ３ 他の漢字の読みや筆順を理解し、書く練習

をする。 

① 教師が音読する漢字に、振り仮名をふ

る。 

② 下、水、木、田、目が何画の漢字か、書

いて確かめる。 

③ 何画か、発表する。 

 

・たてせん、よこせん、

てん、かくかぎ、とい

う言葉を教えてもよ

い。 

 

 

 

 

 

 

「かくかぎ」の一例 

「十の画べえ」 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：漢字の筆順の基礎を理解する。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjdoMTGwvXSAhVFvI8KHUdeBukQjRwIBw&url=http://ameblo.jp/montessoritime/entry-12206551977.html&bvm=bv.150729734,d.c2I&psig=AFQjCNGtN3GEIYPTzH9xrTrF9G_PcA4aBA&ust=1490664025468973


第Ⅲ期 ５５日目 109  

第Ⅲ期 ５５日目 109  

大小、長短などの形容詞を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 

★平仮名表 

１５ ２ 「大きい／小さい」を体感しながら、復習

する。 

① 大きい靴やスリッパをはいて、質問に答

える。 

  ・「大きい？、小さい？」の質問に、「大き

い／小さい」と答える。 

② 長短の紐を使って、古雑誌などを縛る体

験をする。 

・届かない長さの紐は「短い」、たくさん余

る長さの紐は「長い」と言って切る。 

・紐を見て「ながい」「みじかい」と言う。 

★大きい（小さい）靴や

スリッパ 

・65 参照 

 

・小さい靴やスリッパで

も同様に会話させる。 

・届かない長さにした

り、長すぎる長さにし

たりしておく。 

２５ ３ 反対の意味をもつ形容詞について理解し、

練習する。 

① 反対言葉カードで形容詞について学ぶ。 

(例)「大きい／小さい」「高い／低い」「長

い／短い」「新しい／古い」「速い／遅

い」「暑い／寒い」「熱い／冷たい」「軽

い／重い」「おいしい／まずい」 等 

 ② 絵カードを見て、形容詞を言う。練習を

２～３回行う。 

 ③ イラストを見て、形容詞を書く。 

  (例)「おおきい／ちいさい」「たかい／ひ

くい」「ながい／みじかい」 

 ④ 反対言葉カードで神経衰弱をする。 

★反対言葉カード 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：反対の意味の形容詞を理解し、使うことができる。 



第Ⅲ期 ５５日目 1１0  

第Ⅲ期 ５５日目 1１0  

様子を表す漢字を使おう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 日にちの歌を歌う 

 ② カレンダーを見て、今日は何月何日何曜

日か言う。 

 

・チューリップのリズム

で歌う。 

１５ ２ 形容詞の様子を表す漢字を理解する。 

 ① 反対ことば絵カードを見て形容詞を言

う。 

・「大きい／小さい」「高い／低い」 

② 「大きい」「小さい」の漢字を書く練習を

する。 

  ・書き順に注意して書く。 

③ 漢字カルタから、様子を表す漢字を並べ

る。 

  (例)大、小、白、青、多、少、高、長 
 ④ 一つずつ漢字を読む。 

  (例)「おおきい」「ちいさい」「しろい」 

    「あおい」「おおい」「すくない」 

    「たかい」「ながい」 

★漢字カルタ 

★反対ことば絵カード 

 

・１０９参照。 

・１０９で学習する形容

詞とは異なるが、様子

を表す言葉について何

となく分かればいい。 

２５ ３ 形容詞の様子を表す漢字を書く。 

 ① 漢字カード（取り札）を取る。 

・教師が漢字カードの読み札を読むのを聞

いて取る。 

 ② 読み札と漢字カードで神経衰弱をする。 

 ③ ５５日目１０９「反対言葉を覚えよう」

で学習した形容詞の文字カードを作る。 

 

★白紙のカード 

 

 

 

 

・「大きい／小さい」は漢

字で書かせる。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：様子を表す形容詞の漢字を理解し、使うことができる。 



第Ⅲ期 ５６日目 111 

第Ⅲ期 ５６日目 111  

形容詞を使って話そう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 ③ 「海」を歌う。 

 

★平仮名表 

１０ ２ 「おおきいです」と言う練習をする。 

 ① 大きい服を着て、質問に答える。  

   「おおきいですか」 

   →「はい、おおきいです」 

 ② 会話の板書を読む。 

「おおきいですか」 

→「はい、おおきいです」 

★大きい服（帽子） 

・「おおきい」でもよい

が、大人と話すとき、

文で書くときは、「おお

きいです」を使うこと

を説明する。 

１０ ３ 質問に答える練習をする。 

 ① イラストを見ながら、答えの練習をす

る。 

  (例)「おおきいですか」 

→「はい、おおきいです」 

・答えの練習をする。 

 ② 答えを書く。 

★イラスト（服が大き

い、丁度よい場面） 

 その他の例 

「小さいです」 

「長いです」 

「短いです」 

「高いです」 

２０ ４ 「おおきくないです」と言う練習をする。 

 ① 丁度よいサイズの服を着て、質問に答え

る。 

  (例)「おおきいですか。」 

    →「いいえ？？？」 

 ② 否定する場合の言い方を知り、練習す

る。 

(例)「おおきいですか」 

→「いいえ、おおきくないです」 

 ③ 板書を見ながら、否定の答を言う練習を

する。 

④ イラストを見ながら、否定の答を言う練

習をする。 

⑤ 答を書く。 

 

★丁度よいサイズの服 

 

 

 

 

 

・変わった部分を意識さ

せる。 

 

 

 

・その他の例 

 「小さくないです」 

 「長くないです」 

「短くないです」 

「高くないです」 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「形容詞＋です／ないです」を理解し、表現することができる。 



第Ⅲ期 ５６日目 1１２ 

第Ⅲ期 ５６日目 1１２ 

様子を表す漢字を使おう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ○ 日にちの歌を歌う。 

・挨拶の中で、今日は何

月何日何曜日か、カレ

ンダーを見ながら答え

させる。 

・チューリップのリズム

で歌う。 

２０ ２ 形容詞の様子を表す漢字を復習する。 

 ① 反対ことば絵カードを見て形容詞を言

う。 

・形容詞の復習として、カードを見て言

う。 

② 漢字カルタの中の様子を表す漢字 

を並べる。 

  ・大、小、白、青、多、少、高、長 

 ③ 一つずつ漢字を読む。 

 ④ 様子を表す漢字カルタを引いて、引いた 

漢字を使った文を作る。 

  (例)「がっこうは 大きいです」 

    「ゆきは 白いです」 等 

  ・音読する。 

  ・文を黒板に書く。 

★漢字カルタ 

★反対ことばカード 

・１０９参照。 

・最初に教師が例文を作

る。 

２０ ３ 聞き取った文を書く練習をする。 

 ① 早口言葉を音読する。 

   (例)赤パジャマ、青パジャマ、黄パジャマ 

② 教師が音読する例文を、聞き取って書

く。 

(例)「じてんしゃ」 

「きゅうり」 

「いちごをたべました。」 

「わたしは、学校へいきました。」 

 

・何回か練習させる。 

・児童生徒の国の早口言

葉も発表させる。 

・間違いの例は、以下の

とおりである。 

 「じてんしや」 

 「きうり」 

 「いちごおたべまし

た。」 

 「わたしわ、学校えい

きました。」 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：形容詞の漢字を使って、短い文を書くことができる。 



第Ⅲ期 ５７日目 113  

第Ⅲ期 ５７日目 113  

形容詞を使って話そう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるために仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 ③ 「海」を歌う。 

 

★平仮名表 

１５ ２ 使える形容詞を増やすため、新しい形容詞

を理解する。 

 ① 絵カードを見て形容詞を言う。 

  (例)暑い、熱い、重い、寒い、冷たい、 

軽い 

 ② 絵カードを見て形容詞を書く。 

(例)あつい、あつい、おもい、さむい、 

つめたい、かるい 

 

★気温の様子を表す絵カ

ード 

 

 

２５ ３ 気温など、形容詞を使った質問と答えの練

習をする。 

 ① イラストを見て、質問と答えの練習をす

る。 

(例)「あついですか」 

→「はい、あついです」 

「いいえ、あつくないです」 

 ② ①で練習した質問と答えが書かれた黒板

を読む。 

(例)「あつい ですか」 

→「はい、あつい です」 

→「いいえ、あつくない です」 

③ イラストを見て、質問と答えの練習をす

る。 

 ④ 質問と答えを書く。 

 ⑤ 日本の夏や冬について、質問に答える。 

・「日本の夏（冬）は、暑いですか／寒いで

すか」 

 →「はい、暑いです」 

 →「いいえ、暑くないです」 

 

★イラスト（気温が暑い、

寒い、丁度よい場面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒の国の気候につ

いても質問する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：気温などの形容詞を理解し、それらを使って表現できる。 



第Ⅲ期 ５７日目 1１４ 

第Ⅲ期 ５７日目 1１４ 

人と体を表す漢字を使おう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ○ 日にちの歌を歌う。 

・挨拶の中で、今日は何

月何日何曜日か、カレ

ンダーを見ながら答え

させる。 

・チューリップのリズム

で歌う。 

１５ ２ 新出漢字を理解する。 

① 声に出して日本語に慣れる。 

・「赤パジャマ、青パジャマ、黄パジャマ」

を声に出して言う。何回か練習する。 

② 青、白、赤の漢字を理解する。 

・青、白、赤の漢字を読む。未習の漢字に

は読み仮名をふる。 

   (例)「青い そらを みあげる」 

     「白い くもが ながれる」 

     「赤い りんごを  かじる」 

 ③ 体に関係のある言葉を理解する。 

  ・声に出して読み、ジェスチャーをする。 

   (例)「目でみる」「口をあける」「手をた

たく」「耳をすます」「足でける」 

・国語の教科書で、該当

の漢字について学習す

る教材を参考にする。 

 

★色鉛筆 

・紙の色を工夫して、赤

は赤で書く、青は青で

書く、白は白で書くな

ど目で見て分かるよう

にさせる。 

２５ ３ 人・人体の漢字を理解する。 

 ① 漢字カルタから人・人体の漢字を選ぶ。 

   人、子、女、母、父、王、口、耳、手、

足、力、目、首、毛、心 

 ② 絵、象形文字、漢字を並べる。 

 ③ 好きな漢字を選んで、象形文字と漢字の

カードを作る。 

 ④ 作った漢字カードを読む。 

★漢字カルタ 

・量は児童生徒の様子を

見て調整する。 

 

★白紙カード 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：色や体に関係する漢字を理解し、使うことができる。 



第Ⅲ期 ５８日目 115  

第Ⅲ期 ５８日目 115  

 

形容詞を使って話そう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌
う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 
 ③ 「海」を歌う。 

 

★平仮名表 

１５ ２ 「おいしいです／おいしくないです」と答
える練習をする。 

 ① 料理の写真を見て、料理名を答える。 

・「これは何ですか」と尋ねる教師に、料理

名を教える。 

 ② 質問に答える。 

・「おいしいですか」 

→「おいしいです／おいしくないです」 

③ 食べ物の絵カードを見て、質問に答え

る。 

・「おいしいですか、おいしくないですか」 

 →「おいしいです／おいしくないです」 

(例)カレーライス、すし、ラーメン、なっ

とう 等 

 

★食べ物の絵カード 
★料理の写真 

・フェジョン（ブラジル） 

  

 

 

 

 

  

・アドボ（フィリピン） 

 

 

 

 

２５ ３ 給食の献立表を題材に、話す練習をする。 
 ① 給食の献立表を見て、今日の献立は何か

確認する。 

  ・教師が「〇〇はおいしいです」と言うの

を聞く。 

  ・自分の意見を言う。 

 ② 献立表から「おいしい」と思う料理を三
つ選ぶ。「〇〇はおいしいです」と言う。 

 ③ 「おいしくない」と思う料理を三つ選
ぶ。 

  ・「〇〇はおいしくないです」と言う。 

 (例) 「にざかなはおいしくないです」 

 ④ 給食で「何がおいしいですか」と聞いた

り、答えたりする練習をする。 

 (例)「なにがおいしいですか」 

   →「やきそばがおいしいです」 

 ⑤ ④の会話を文にして書く。 

 

★給食の献立表 

・献立表だけでイメージ

できない場合は、写真
を撮りためておき、見

せるとよい。 

 

 

 

・おいしくない給食のと
きはどうするかも聞い

てみる。 

 

・「何が～」と聞かれた答

は「○○が」となる。 

・「～と～と～がおいしい

です」「と」を使う文を
指導してもよい。（並列

助詞） 

          凡例：・留意点 ★教材 

 

目標：料理や給食に関係する形容詞を理解し、それらを使って表現できる。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwim_Z7O8_XSAhVHlFQKHUQwA5IQjRwIBw&url=http://paogohan.blog42.fc2.com/blog-entry-69.html&bvm=bv.150729734,d.cGw&psig=AFQjCNGdAvhD7nZO2M-qqN1khDgEAoTqQw&ust=1490677232862078
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj0r7O68_XSAhVKyFQKHY5TAZEQjRwIBw&url=https://cookpad.com/recipe/341654&psig=AFQjCNFAm4mC_NRXDB1sC9dWTU6Zx2jxFA&ust=1490677134269030


第Ⅲ期 ５８日目 1１６ 

第Ⅲ期 ５８日目 1１６ 

人と体を表す漢字を使おう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるため、仮名の歌を歌う。 

 ○ 日にちの歌を歌う。 

・挨拶の中で、今日は何月

何日何曜日か、カレンダ

ーを見ながら答えさせ

る。 

・チューリップのリズムで

歌う。 

２０ ２ 人・人体の漢字を復習する。 

 ① 漢字カルタから人・人体の漢字を選ぶ。 

   人、子、女、母、父、王、口、耳、手、

足、力、目、首、毛、心 

② 漢字カルタを読む。 

(例)ひと、こ、おんな、はは、ちち…… 

 ③ 読み札を聞いて、漢字カルタを取る。 

 ④ 読み札と取り札で神経衰弱をする。 

 ⑤ 人体のに関係のある言葉を読み、 

   ジェスチャーをする。 

  (例)「目でみる」「口をあける」「手をたた

く」「耳をすます」「足でける」 

 ⑥ ⑤の漢字を書く。 

 

★漢字カルタ 

・分量は調整する。 

 

 

 

 

 

・教師が読み札を読む。 

 

 

 

・1１５参照 

前時の復習となる。 

 

２０ ３ 文字語彙の確認テストを受ける。 

 ① 既習の言葉（名詞、形容詞、動詞）の絵

カードを見て、何の絵か答える。 

 ② 教師が提示する既習の漢字カードを  

読む。 

 ③ 教師が言う言葉を聞き取って書く。 

  ・平仮名 ・片仮名 ・漢字 

 

・今までに使った絵カー 

ドや文字カードからテ

ストをする。 

・児童生徒が、自信がなさ

そうなものは止めてお

く。 

          凡例：・留意点 ★教材 

 

目標：既習の漢字を書くことができる。 



第Ⅲ期 ５９日目 1１７  

第Ⅲ期 ５９日目 1１７  

ホットケーキを作ろう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 日本語に慣れるために、仮名の歌を歌う。 

 ① 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌

う。 

 ② 「きゃきゅきょの歌」を歌う。 

 ③ 「海」を歌う。 

・５９日目１１８「ホッ

トケーキを作ろう２」

と、２時間続きが望ま

しい。 

 

１０ ２ 教師が提示するホットケーキの写真やミッ

クス粉を見て、質問に答える。 

(例)「これは何ですか」 

    →「ホットケーキです」 

「食べたことがありますか」 

→「あります／ありません」 

「家で作りますか」 

 →「作ります／作りません」 

★ホットケーキの写真 

★ミックス粉 

 

・やりとりの後、○日に

ホットケーキを作るこ

とを伝える。 

３０ ３ ホットケーキのレシピを作る。 

 ① 料理の本やホットケーキミックス等で、

必要な材料を確認する。 

  (例)ミックス粉、卵、牛乳（水）、油、 

バター、はちみつ 

 ② 材料の絵カードを作る。 

 ③ 使う道具の名前を確認する。 

  (例)ボール、泡だて器、フライ返し、 

フライパン、皿、ナイフ、フォーク 

 ④ 道具の絵カードを作る。 

 ⑤ 児童生徒が作った絵カードを使って、黒

板に手順を説明する。 

 (例)         

         をわります 

 

 

 

    あわだてきでまぜます 

    ミックスを入れます 等 

⑥ 黒板に書いた手順を読む。 

★白紙カード 

★調理材料、道具 

・理解を補助するため

に、できるだけ実物を

用意する。 

・児童生徒のアレルギー

に配慮する。０ 及び

「個別の指導記録」参

照。 

・調理内容については、

育てた野菜等を使うこ

とも考え工夫すればよ

い。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：ホットケーキを作る順番を理解できる。 

たまご 

 



第Ⅲ期 ５９日目 1１８  

第Ⅲ期 ５９日目 1１８  

ホットケーキを作ろう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ ホットケーキのレシピを書く。 

 ① 黒板のホットケーキのレシピを読む。 

  ・教師が読むのを聞く。 

  ・教師と一緒に読む。 

  ・児童生徒だけで読む。 

 ② 黒板に書かれたホットケーキのレシピを

ノートに書き写す。 

・５９日目 117「ホット

ケーキを作ろう１」

と、２時間続きが望ま

しい。 

 

１０ ２ 調理のときの注意することについて理解す

る。 

 ① 学校探検の時のやってはいけないことを

思い出す。 

  (例)・大きい声で話します 

    ・はしります 

    ・一人でどこかへ行きます 

・90 91 94 参照 

★学校探検の絵カード 

・調理実習の計画では、

児童生徒のアレルギー

に配慮する。 

 

  ② 調理の時にやってはいけないことを確認

する。 

  (例)・調理道具で遊びません 

    ・調理中、目を離しません 

    ・調理中、ホットプレートに触りません 

・調理場所や道具につい

ては、事前に相談した

り、職員打合せで依頼

したりしておく。 

１５ ３ 調理実習で必要な物や集まる部屋、時刻を

確認して書く。 

 ① 次回の持ち物について見本を見て、確認

する。 

  ・エプロン、マスク、三角巾、ハンカチ、

自分で書いたレシピ 等 

 ② 集合する部屋と時刻を確認する。 

  ・何時間目に、どこへ集まる。 

 ③ 児童生徒は連絡帳等に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初期指導だけの持ち物

になるので、担任や家

庭への確実な連絡に留

意する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：ホットケーキのレシピを書くことができる。 

★前時に作ったレシピ 

次時にもこのレシ

ピを使うので、黒板

に掲示するとき模造

紙に貼るとよい。 

★調理実習の持ち物 

  前もって連絡する

など、家庭での用意

に配慮する。 

★連絡帳 

レシピと合わせた
学習プリントを用意

してもよい。 



第Ⅲ期 ６０日目 1１９  

第Ⅲ期 ６０日目 1１９  

ホットケーキを作ろう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ ホットケーキのレシピを読む。 

 ① レシピを、声を合わせて読む。 

  ・レシピを読む声に合わせて、材料と道具

を指さしながら確認する。 

  ・安全面の確認をする。 

 ② 身支度をして、手を洗う。 

・６０日目 120「ホット

ケーキを作ろう４」

と、２時間続きが望ま

しい。 

★前時までに作成したレ

シピや児童生徒が描い

た絵カード 

２５ ２ ホットケーキを作る。 

① 材料と道具を確認する。 

② ホットケーキを作る。 

・在籍学級で給食を食べ

る場合は、量について

配慮する。 

・家庭での経験や文化的

な違いも考えられるこ

とから、丁寧に方法等

指示したい。 

・先にできる片付けはさ

せておく。 

１０ ３ ホットケーキを食べる。 

 ・「いただきます」「ごちそうさま」 

 

・教室の給食の時と同じ

挨拶をさせる。 

５ ４ 後片付けをする。 

 ・道具の名前が入った指示を聞いたり、尋ね

たりしながら片付ける。 

 

・道具を返す場所に児童

生徒が描いた絵カード

を貼る方法もある。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学習した言葉を使いながらホットケーキを作ることができる。 
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ホットケーキを作ろう４ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ ホットケーキを食べた感想を言葉で伝え

る。 

① 教師の質問に答える。 

  (例)「ホットケーキはおいしかったです

か」 

→「おいしかったです」 

「ホットケーキ作りは難しかったです

か」 

→「難しかったです／難しくなかった 

です」 

 ② 教師が板書した児童生徒の感想を全員で

読む。 

・６０日目１１９「ホッ

トケーキを作ろう３」

と、２時間続きが望ま

しい。 

 

・「おいしかった／おいし

くなかった」などは、

表現として教える。繰

り返し練習する必要は

ない。 

・児童生徒らしい、多様

な表現を認めていく。 

１０ ２ ホットケーキを作っている時の様子を言葉

で表現する。 

① 教師の質問に答える。 

  (例)「誰と一緒に作りましたか」 

    →「○○さんと先生と作りました」 

「たくさん食べましたか」 

→「少し食べました」 

② 教師が板書した児童生徒の言葉を全員で

読む。 

★調理中の記録写真 

 

・答えられない児童生徒

には、いくつかカード

等で例を示し、選ばせ

て読ませる方法もあ

る。 

２０ ３ ホットケーキ作りについて作文を書く。 

① ホットケーキのレシピを参考に手順を説

明する。本時のここまでの学習を参考に、

感想を付け加える。 

 (例)・作文の前半はレシピを書き、後半は

感想にする。 

   ・レシピごとに感想を入れる。 

② 作文を発表する。 

★前時までに作成したレ

シピや児童生徒が描い

た絵カード 

・「それから」「次に」な

どのつなげる言葉を指

導してもよい。 

・言葉にできない分は、

絵での表現も認める。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：ホットケーキを作った感想を話して、作文に書くことができる。 


